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新年を迎えて

新年あけましておめでとうございます。皆様方

におかれましては、つつがなく新春をお迎えにな

られたこととお喜び申し上tザます。早いもので障

害者自立支援法が本格施行されてから1年が経過

しました。当センターとしましては、昨年同様待J

度の定着に向け前進してまいりたいと考えており

ます。

昨年も利用者の方々は、芸術やスポーツ分野に

おいて司‖練等の成果を遺憾なく発揮しました。

文化祭では、「障害があってもおしゃれをして

もっと外に出たいJと いう思いを持つ利用者の中

本さんが、車いす生活デザイナーの長屋さん (自

動車レース中に事故を起こし現在車いすの生活を

しておられます)を センターにお招きし 「車いす

フアッションショー」を開催しました。お尻の部

分を優しくしたジーンズ、着やすくした浴衣、そ

れにタキシードやウェディングドレスまで。利用

者や修了生、職員がモデルとなって披露しまし

た。みなさんのちょっと照れた素敵な表情を見

て、おしゃれをして外出するといういたく当然の

ことに、今まで考えが及ばなかったことに気付か

されました。

大分国際車いすマラツン大会には、清水さんと

比嘉さんが初出場での参カロ、齋藤さん、塩飽さん

は力を発揮し昨年の記録を更新することができま

した。

また、障害程度が最重度 「T51Jク ラスの八―

フマラツンでは、10名の参力]者のうち、7名 が

当センターの利用者と修了生でした。センター修

了後も車いすマラソンに挑戦し続けていることに

感銘を受けたと同時に、今回出場したメンバーが

来年も出ようと話し合っていると聞き、心強い思

いもしています。

センターでは、現在のり八ビリ訓練をより良い

ものにしていこうと、今年3月 、別府市内のビー

コンプラザにおいて、西日本地域の病院、施設の

職員を対象とした 「頚髄損傷者のり八ビリテー

ションを考えるシンポジウム」を開催します。当

センターの現状を示し、専門家の方々から様々な

指摘や助言を受けることにより、今おかれている

状況を客観的にとらえ、訓練の質の向上につな|ザ

ていきたいと考えています。

また、昨年に引き続き今年2月 、トキ八デパー

ト別府店において、手織り・卜ニルペイントの職

能訓練作品展の開催も予定しています。昨年、来

場された多くの方が作品の素晴らしさに驚き、感

心されていたことを励みに、現在は修了生の職能

作品を販売につなげようと、その方法を模索して

いるところです。その一つとして、昨年より生活

協同組合を活用した販売を始めました。今後もこ

の方法による販売を充実させるとともに、他の方

法についても検討していきたいと考えておりま

す。

今年もより良いサービスを提供することを念頭

に職員一丸となつて進んでまいりたいと思つてお

ります。どうぞ引き続き皆様方のご支援を賜りま

すようよろしくお願い申し上tずます。


